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＜連絡事項＞

・経口補食MAラクフィアが在庫薄の為、3/8～10日間ほど一時的に変更します。カロリー・蛋白量はラクフィアと一緒です。
　　MAラクフィア⇒デイムズ（バニラ味）
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～ピコスルファートナトリウム2本処方となっています。
・三浦　みよ子様～本日妹様来院。保険の委任状を記載して欲しいと話しがあり、本人に記載して頂いています。妹様からは、私物持ち込みの書類に記載を頂いています。
・江刺家　惠子様～南部の里あっぷる園（住宅型有料老人ホーム）のニシヅカ氏より、まゆすい高橋氏（ケアマネ）より申込を受けたので、3/8（火）10時～オンラインで本人と面談したいと話しがありましたが、希望日には面会の対応が出来ない事で、日程を再調整しています。
・歯科受診～畑中成夫様、小田タネ様、三浦みよ子様、三浦綾子様　の4名受診しています。三浦みよ子様は今回で終了。畑中成夫様は本人から終了の希望があり、次回疼痛が無ければ診察不要（終了）となります。

＜要注目患者様＞
・岡本　将孝様～悲観的発言を繰り返し、「みんなが私のせいで・・・」と罪業妄想に左右された発言や大声をあげる様子見られています。食事や診察の時間には、「もう遅い、終わった」と訴え時間の説明にも否定されています。ADL全般に介助を要していますが、食事は介助にも拒絶見られている状態です。
・三浦　みよ子様～眩暈を訴え作業療法を欠席していますが、15分程で回復したと話されています。日課は問題なく行っており、バイタルサインの異常もありません。
＜田名部Dr診察＞
・金　留示子様～気分の落ち込みがあると訴え、「今後を考えると苛々や不安がある」と訴える。夜間の睡眠は5：00迄休めており、夜間のトイレも1回に減ったと話す。処方は変更せず、不安時には頓服で対応するよう説明。住所変更などの諸手続きについても、直ぐに行う必要はない事を伝えている。
・高田　マキ様～メモを渡し「青森の最高裁判所に行ってきました。元々勤めていた所でした。書類を確認したら田名部先生と婚約していたと書いてあったけど、間違いだから訂正してきました」と一方的に話す。歯痛の確認を行っても、「おばあちゃんがイスラエル人なんです。イタリアとかいろんな国の血が入ってる」と訴える。処方の変更を希望するが、歯科受診までは同内容で継続することを説明。
・尾嵜　マリ子様～膝の疼痛訴え聞かれているが歩行は可能。湿布によるかぶれは所持しているヘパリン類似物質クリームを使用するよう説明あり。ハップスター1袋処方。夜間の睡眠が取れないと訴えるが処方内容は変更なし。
・高橋　義明様～夜間の睡眠は「以前より取れるようになっている」と報告。頸は時々痛みがあると話すが、腫脹の悪化は見られない。処方内容は継続。
・佐野　貢様～体調は変りなし。今後については「自分で招いた結果だから仕方ないけど」と家族についての話しを始めている。処方は変更なし。
・岡本　将孝様～診察の声掛けにも「もう終わった。今は夕方の5時だ」と訴え拒否。診察室に入ると、「腰が痺れて動けない。食事を摂っていない。夜も眠れていない。」と訴え、「周りにも迷惑をかけている、自分のせいでと考え込んでしまう」と訴える。処方変更となる。
・三浦　みよ子様～夜間の睡眠はとれている。眩暈はあるが直ぐに落ち着く」と話す。歩行時のふらつきや苛々の訴えはない。
・三浦　綾子様～ワクチン接種後発熱が見られていたが、昨日からは落ち着いている。気分の落ち込みはあるが休めば落ち着くと話す。
・畑中　成夫様～他者とのDVDのやり取りについては、物のやり取りは行わないよう指導。「癇癪持ちですぐに大声を出してしまうけどいけませんか？」と相談あり。呼吸法を説明し、大声をあげる事を自制するよう説明。臨時薬は同内容で処方。
・久保　興介様～メモを持参して診察に臨む。「オランザピンが合っているのか分からない。苛々を抑える薬を調整して欲しい」と希望あり。不安を抑える薬は服用している事を説明。処方は変更なし。
